
持続可能な社会及び持続可能な農業の実現と、付加価値を高めた農産物生産
による農業の振興を図るため、関係機関との連携により有機農業の取組を推進

〇 社会的な課題等
の解消

〇 中山間地域等の
農業振興

◇ 有機農業の取組を推進

■ 有機農業における多様な取組を支援
～化学肥料・農薬を使用しない～

安全・安心
(人が食べる)

持続社会
(環境保全)

自然のもの
(本来の味)

付加価値
(差別化商品)

□ 背景 （持続社会・農業の実現） ＊時代が求めるもの

・地球にやさしい取組→ＳＤＧｓ、みどりの食料戦略等
・環境負荷の低減→環境にやさしい農業、有機農業等

□課題 （県北中山間地域の現状） ＊対策が求められる

・平坦で広大な農地が少ない→耕作条件（競争）不利
・少子・高齢化、人口減少等→後継者・担い手不足等

□ 農業生産の形態等 （イメージ図）

（慣行的に行われて
いる栽培）

◇ 特 別 栽 培

◇ 有機農業

（◇ 環境にやさしい農業）

－（参考）常陸大宮市における取組例：今後５年間（令和４年度～令和８年度）の計画を策定 －

◇ 「有機農業推進計画」策定 （「有機農業推進」表明）
～関係機関との連携、市民等の理解と協力を図り推進～

※ モデル地区設定等により、重点的に支援 ※ 関係機関が連携した販売・消費の拡大

・ 新規参入者等への支援 （農地・住宅の情報等）
・ 機械・施設整備等の支援 （補助事業の活用等）

※ 地域の活性化、
交流人口の拡大
等の促進も図る

◆ ネットワーク等の構築

により、取組拡大

◇ 県北農林事務所における支援例 ～関係機関と連携した推進～◇ 現在、県北地域で多様な有機農業の取組が展開されています ～ 有機 JAS 認証の事例 ～

「いばらきオーガニックステップアップ事業」 （補助率：国5/10 ・ 県2/10）

県北地域での大規模でモデル的な有機農業の事業展開を支援
（例） ・作業の効率化、負担の軽減を図るための収穫機等の導入

・周年で計画的、安定的に生産するためパイプハウスの整備
⇒有機農産物生産による付加価値向上の取組を支援

「県北地域 有機農業 拠点圃場 技術検討会」
有機農業を目指す農業者等を対象とした技術
検討会による栽培技術支援等 （毎年１回開催）

（例）・有機農家を講師に有機農業の取組に
関する研修等 ～講話＋現場圃場視察等～

〇すがの農場 （日立市）
約５０年間、有機栽培を
継続中 （野菜、米）
＊野菜→約４０品目

（道の駅ひたちおおた）

（イオン常陸大宮店）

〇大久保農場 （大子町）
近年、有機米の栽培を
一部の区画で開始
＊米生産に閉塞感

〇小林氏
（常陸太田市）
アイガモ農法

＊米の有機栽培

〇結農実WORKS （高萩市）
夫婦で地域外参入による有機栽培
＊有機農産物による消費者との交流、

中山間地域の活性化～６次産業化～

〇(株)レインボーフューチャー
常陸大宮市へ参入 （本社：筑西市）
＊大和田氏（約20年前,  都会の会社から）

転職して、 筑西市で新規就農

－宅配－
（野菜ボックス）

【参考】上記の事例の他に、地元スーパー、飲食店（レストラン等）、宅配（ネット
販売）、果樹園（庭先）販売など、工夫した取組が進められています

≪  全体的な方向性（スキーム） ≫

－ 取組のひとつとして － － 推進のひとつとして －


